
九州一斉住宅用火災警報器普及啓発キャンペーン実施 

令和５年５月２６日（金）から６月７日（水）までの間、「九州一斉住宅用火災警報器普及啓発

キャンペーン」を実施します。 

この運動は、福岡県内すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務化された平成２１年６

月１日から１４年を迎えることから、設置の促進と適切な維持管理の周知、住宅火災による被

害のさらなる軽減を目的として、九州の１１３消防本部（局）が一斉に実施する普及啓発運動

です。 

住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災を検知しないことが

ありますので、設置から１０年を目安に交換しましょう。 

宗像地区消防本部では、キャンペーン期間中、以下の３つの事業を実施します。 

 

１、宗像市及び福津市における行政区単位のチラシの回覧 

住宅用火災警報器の設置及び維持管理に関するチラシを宗像市及び福津市の行政区（自治会）

単位で回覧板にチラシを掲載します。 

 

２、キャンペーン統一リーフレットの掲示及び配布 

キャンペーン統一リーフレットを宗像消防署及び福津消防署をはじめ、宗像市役所や福津市

役所、また宗像地区管内の大手家電流通協会加盟企業の各店舗に掲示するとともに、来庁され

た方にリーフレットを配布します。 

 

３、住宅用火災警報器普及啓発に係るＰＲ動画の上映 

住宅用火災警報器普及啓発に係るＰＲ動画を、イオンモール福津及び宗像地区管内の大手家

電流通協会加盟企業の各店舗で上映し、買い物客や地域住民の方々に対し住宅用火災警報器の

普及啓発を図ります。 

〇九州一斉住宅用火災警報器普及啓発PR動画（リンク付け） 

URL：https://youtu.be/OXKzFKuCNwU 




